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舟遊びを楽しむ林さん親子

水緑文化
初夏の息吹を感じながら

矢切の渡し

梅
雨

晴
れ
の

一
日

、
江
戸
川

を
吹
き

渡

る
さ
わ
や
か
な
風

の
中
を
、
手
こ

ぎ

の
舟
が

ゆ
っ

た
り
と

進
み
ま
す

。

江

戸
時
代
の
初
め

か
ら
約
三
百

八
十

年
間

続
い

て
い

る
矢

切
の

渡
し
は

、
か

つ

て
は
近

隣
農
家
の
日

常
生
活
の
足

と

し
て
、
対

岸
の

葛
飾
区
柴

又
と
の

間
を

結
ん
で
い

ま
し

た
。

現
在
で
は
、
ハ

イ
キ
ン

グ
や
柴
又
帝

釈
天
へ

の

参

詣（

け
い
）
な
ど
に
利
用

さ

れ
、
若
い
カ
ッ

プ
ル

や
家
族
連

れ
で
に

ぎ
わ
っ

て
い
ま

す
。

近
く
に
は
、「

野
菊

の
墓
」
文

学
碑
の

あ
る
西

蓮
寺

が
、
ま

た
、
渡
し

場
に
は
、

歌
謡

曲
「

矢
切
の
渡

し
」
の
ヒ
ッ

ト
に

ち
な
ん
で
昭

和
5
9年
旦

月
に
建
て

ら
れ

た
記
念
碑

が
あ
り
ま

す
。

（
交
通

…
松
戸
駅
か

ら
京

成
バ
ス
「

市

川
駅
行

き
」
で
下

矢
切
バ
ス

停
下

車
、

徒

歩
二

十
五
分

舟
代
：
大

人
百

円
、

子
供
五
十

円
）

新
松
戸

林

裕
子
さ
ん

沙
絵
子
ち
ゃ
ん

松
戸
に
引
つ
越
し
て
七
、
八
年
に
な
り

ま
す
が
、
矢
切
の
渡
し
は
初
め
て
で
す
。

お
天
気
も
よ
く
な
つ
だ
の
で
、
今
日
は

散
歩
が
て
ら
来
て
み
ま
し
た
。
川
面
を
渡

る
風
が
さ
わ
や
か
で
、
と
て
も
気
持
ち
い

い
で
す
ネ
。
来
て
よ
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。
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第 ７５７号

ご
み
問
題
を
考
え
る

す
て
き
な
一
日
に

クリ ンクルちゃ ん

燃やせるご みを処理するクリ ーンセンタ ー 限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
利
用
し
た
り
、
ご
み
の

減
量
に
つ
い
て
考
え
る
一
助
と
し
て
、
清
掃
施
設
や

資
源
ご
み
な
ど
の
再
利
用
過
程
を
見
学
す
る
「
ご
み

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
・
職
場
・
サ
ー
ク
ル

・
地
域
の
仲
間
同
士
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

クリーンセンターは、

１日200t のごみ焼却能

力を持ち、高度な各種

公害防止装置を備えた

清掃工場です。

資源リサイクルセンター

市内で収集された資源ごみ

を、紙類・金属類・布・びん

・空き缶など種類別に選別し、

資源化しています。空き 缶の選別

日暮クリーンセンター

粗大ごみと燃やせないごみ

専用の処理施設です。ごみを

圧縮梱包する機械と剪(せん)

断破砕機などを備えています，

無
人
搬
送
機
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す

日

時

…

７

月
1
8
日

、
９

月
1
9

日

ご

１１
月
2
1
日

、
1
2
月
1
9
日

の

各

木

曜
日

、

午

前
９

時

～

午

後

２

時
3
0
分

コ

ー
ス
・・・
市

役

所

（
正

面

玄

関
前

集

合
）

～

日

暮

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ
ー
～

資
源

リ

サ

イ
ク

ル

セ
ン

タ
ー

～

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー

（
見

学

後
に

昼

食

）

～
再

生

処
理
工
場
～
市
役
所
（
解
散
）

対

象
・
：

市
内

在

住

の

人

定

員
・
・・
各

回
三

十

人

（

応
募

多

数
の

場

合

は

抽
選

）

圉

参

加

希
望

日
の

二

週

間

前

ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
参
加
す
る
人

全

員
の

氏

名

・
年

齢

と
代

表

者

の

住
所

・

電

話
番

号

、

参

加
希

望
日

を

明

記

し
て

、
〒
2
7
1松
戸

市

根
本

三

八

七
－

五

松

戸

市

役

所

ご
み

を

減

ら

す

課
へ

6月定例市議会が

開 催 さ れ る

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議

６
月
の

定
例
市
議
会
が
、

６
月
1
7日
か
ら
2
7日

ま
で
の

予

定
で
開
か
れ
、
本
会
議
と

委
員
会
で

慎
重
に
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３

年
度
一
般
会
計
の

補
正
予
算
な
ど
、
五

件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

》
平

成
３

年

度

一
般

会

計

補

正
予
算
（
第
一
回
）
・
・
・
既

定
の

歳
入

歳
出

予

算

の

総

額
に
六
千
四
百

十
八
万
円

を
追
加
し
、
九
百
七
十
七

億
六
千
四
百
十
八
万
円
と

す
る
。

条
例
の

一
部
改
正

マ

松
戸

市

市

税

条

例

（
専

決

処

分
の

報

告

及

び
承

認

）

・
・・
地

方
税

法

の

改
正

に

伴

い

、

個
人

市

民

税

均
等

割

の

非

課

税

基
準

金

額

等
の

改

正

を

す

る

た
め

マ

松
戸

市

議

会

議

員
の

給

与

及
び

費

用

弁
償

の

支

給

に

関

す

る
条

例
＝
・
近

隣

都

市

と
の

均

衡

を

考

慮
し

、

市

議

会

議
員

の

報

酬
の

額

を

改

定

す

る
た

め

マ

特

別

職
の

職

員

の

給
与

及

び

費

用

弁
償

の

支

給
に

関

す

る

条

例

…

近

隣

都

市

と

の

均

衡

を

考
慮

し

、

特

別

職

の

職

員
の

給
料

及

び

報

酬
の

額

を

改

定
す

る

た

め

マ
松

戸
市

消

防

団

条
例
・
＝
近

隣

都
市

と

の

均
衡

を

考

慮

し

、

消
防

団

員
の

報
酬

の

額

を

改
定

す

る

た
め

母
子
・
父
子
家
庭
に

医
療
費
等
の
助
成
を
し
ま
す

市
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭

の
自
立
を
促
進
し

、
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
医

療
費
と
調

剤
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
受
給
資
格
者
と
し
て

登

録
が
必
要
で

す
。
今
ま
で
助
成

を
受
け
て

い
る
人
も
、
新
た
に

登

録

が
必

要
に

な
り

ま

す

。

対

象
・
＝
十

八

歳

未
満

の

児

童

を

扶

養
し

て
い

る

所
得

税

非

課

税

の

母
子

・
父

子

家
庭

の

親

と

子

、
ま

た

は
父

母
の

な

い

十

八

歳

未
満

の

児

童

助

成

さ

れ
る

医

療

費
・
・・
医

療

機

関

な

ど
で

受

診
し

た
と

き

の

保
険
医
療
費
と
保
険
調
剤
費
の

自
己

負
担
額
（
附
加
給
付
な
ど

を
控
除
し
た
額
）

手
続
き
・
＝
①
前
年
の
所
得
税

非
課
税
を
証
明
す
る
書
類
な
ど

で
、
あ
ら
か
じ
め
受
給
資
格
者

と
し
て
の
登
録
が
必
要
で
す
。

②
初
診
の
際
、
医
療
機
関
な
ど

に
給
付

申
請
書
を
持
参
し
、
証

明
を
受
け

、
市
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
書
類
＝・
①
母
子

家
庭
等

医
療
費
助
成
資
格
登
録
申
請
書

②
平
成
２

年
分
所
得
税
納
税
証

明
書
そ
の
一
、
ま
た
は
平
成
３

年
度
市
民
税
非
課
税
証
明
書

提
出
期
限
・：
６
月
2
9日
出

茴
母
子
家
庭
医
療
費
＝
福
祉
事

務
所
福
祉
係
、
父
子
家
庭
医
療

費
―
援
護
課
援
護
係

原
爆
被
爆
者
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
・：
平
成
３

年
７
月

―
日

現
在
松
戸
市
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
・
外
国
人
登
録
原
票

に
記
載
ま
た
は
登
録
さ
れ
て
お

り
、
被
爆
者
健
康
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

申
請
受
付
期
間
＝・
７

月
１
日

囲
～
2
0日
出

見
舞
金
の
額
・
＝
年
額
一
人
七

千
五
百
円

持
参
す
る
も
の
…
印
鑑
、
被

爆
者
健
康
手
帳
、
申
請
者
名
義

の
金
融
機
関
・
口
座
番
号
な
ど

を
確
認
で
き
る
も
の

蠢
援
護
課
社
会
係

父
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

児
童
養
護
費
を
助
成
し
ま
す

対

象
・
：

婚
姻

解
消

・
死

亡

・

生
死

不

明

な

ど
の

た

め

母
に

養

育

さ

れ
て

い

な
い

、

十

八

歳
以

下

の

児

童
を

養

育
し

て

い

る

、

父

ま

た

は
養

育

者

が
出

張

・

病

気

・

入

院
な

ど

の

事

情
で

、

一

時
的
に
児
童
の
養
育
・
世
話
を

家
政

婦

な

ど
に

委

託
し

、
報

酬

を

支
払

っ

た
場

合

（

義

務
教

官

終
了
前
の
児
童
を
一
人
以
上
含

む
こ
と
。
所
得
制
限
あ
り
）

助
成
日
数
・
一
ヵ
月
で
五
日

以
内助

成
額
・
一
日
五
千
二
百
円

二

時
間
六
百
五
十
円
以
内
）

を
限
度
に
助
成

必
要
書
類
＝・
費
用
の

支
払
明

細
書
の
領
収
書
・
所
得
証
明
書

な
ど

翹
一
援
護
課
援
護
係

児
童
手
当
の
更
新
手
続
き
を

（
現
況
届
を
受
付
中
）

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
年
に
一
回
児
童
手
当
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
が
な
い
と
６

月
分
以
降
、
支

払
い
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

提
出
期
限
＝・
６

月
2
9日
出

圜
各
支
所
・
援
護
課
援
護
係

小
学
校
の
教
室
を開

放
し
ま
す

７

月
１
日
か
ら

、
次
の
二
校

の
教
室
を
地
域
に
開
放
し
ま
す

皆
さ
ん
の
学
習
や
会
合
に
利
用

で
き
ま
す
。

学
校
名
＝・
北
部
小
学
校
・
稔

台
小
学
校
の
各
一
教
室

″
児
童
の

事
故
防
止
の
た
め
、

車
の
利
用
は

ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

開
放
時
間
・：
７

月
１
日
㈲
か

ら
毎
日
午
前
９
時
～
午
後
９

時

（
年
末
年
始
の
学
校
休
業
期
間

を
除
く
）

費
用
・
＝
無
料

圉
直
接

各
小
学
校
へ

蠢
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
金

が
変
更
に

犬 従 来 新規(5月診療分から)

一 般 分

通 常 57,〔)O(〕円 60,000円

多数該当 33,000円 3∠1,800円

低所得者分
通 常 31,800円 33,600円

多数該当 22,20{〕円 23,400円

※病院に支払った額が上記金額を超えた場合に支給対象にな

ります（自費分を除く）。

黯
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付

係

ごみツアー（施設の見学）に参

加してみませんか



1991 年(平成３年)６月２０日

みなさんの健康の担い手

健康推進員222人が決まる

今
年
４

月
に

、
二
百
二
十
二

人
の
健
康
推
進
員
が
、
町
会
・

自
治
会
の
推
薦
で
市
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た

。

健
康
推
進
員
は
、
妊
婦
や
乳

幼
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
て

市
で

行
っ
て
い
る
母
親
学
級
・

育
児
相
談
・
健
康
診
査
を
勧
め

た
り
、
成
人
の
方
に

は
、
成
人

病
予
防
の
た
め
の
各
種
検
診
・

健
康
診
査
・
健
康
教
室
の
案
内

な
ど
、
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
結

ぷ
パ
イ

プ
役
と
な
っ
て
い

ま
す
。

健
康
に
つ
い
て
知
り
た
い

時
、

お
困
り
の
時
は
、
お
近
く
の

健

康
推
進
員
に
声
を
掛
け
て

く
だ

さ
い
。

蠢
健
康
管
理
課
保
健
計
画

係

【
松
戸
方
面
】

倉
又
陽
子
、
石

筱
和
子

、
秋
谷
君
子
、
森
山
光

子
、
松
丸
節
子
、
阿
保
喜
代
子
、

成
嶋
昭
子
、
菅
野
京
子
、
小
野

寺
輝
江

、
五
十
嵐
弘
子
、
石
川

和
子

、
菅
原
富
江

、
岩
崎
靖
子
、

吉
野
三
千
子
、
前
川
京
子
、
平

野
康
代

、
西
村
幸
子
、
小
幡
玉

江

、
友
田
輝
子

、
橋
本
一
江
、

大
場
絹
子
、
井
原
ト
ミ
子

、
宇

梶
京
子

、
齊
藤
文
子
、
石
井
イ

マ
、
黒
沢
恭
子

、
嶌
根
政
子
、

川
口
直
栄
、
鈴
木
晴
代
、
鈴
木

俊
子

、
小
関
喜
佐
子
、
生
井
キ

リ
、
柴
田
良
子

、
田
中
信
子
、

森
弥
栄
子
、
古
賀
と
し
子
、
高

橋
米
子
、
前
川
英
子
、
新
町
や

す
子
、
松
居
眞
理
子
、
槌
屋

裕

子
、
中
島
綾
子
、
福
田
美
奈
子
、

大
多
美
保
子

、
岩
瀬
ま

さ
子
、

小
島
暁
子
、
竹
内
妙
子

、
清
水

継
子
、
伴
田
敏
江
、
中
村
永
子

、

直
井
郁
子
、
渡
辺
美
子

、
坂
本

美
代
子
、
梶
原
由
美
子
、
田
中

久
仁
子

、
村
中
春
美
、
奥
山
政

子
、
清
野
智
子
、
岡
田
信
子
、

荒
井
照
子

、
鈴
木
美
子
、
高
橋

敬
子
、
多
羅
尾
定
子
、
宮
本
園

子
、
郡
司
孝
子
、
石
井
さ
と
、

明
星
と
き
子
、
倉
田
裕
子
、
箭

内
美
祢
子
、
大
島
た
み
子
、
篠

崎
正
子

、
竹
内
恵
子
、
町
山
和

代
、
住
田
浩
子

、
布
施
木
和
子
、

池
田

妙
子
、
北
川
敬
子
、
今
池

弘
子

、
佐
藤
邦
子

、
加
藤
幸
子

、

佐
藤
順
子
、
菅
原
泰
子
、
千
葉

祥
子

、
鎌
形
洋
子

、
小
川
タ
カ

子
、
湯
浅
た
つ

、
伊
藤
清
美
、

中
西
志
津
子
、
松
丸
ツ
ル

子
、

有
浦
敬
子
、
伊
東
一
子
、
小
西

田
伽
代
、
吉
田
慶
子
、
渡
邉
き
く

【
小
金
方
面
】
石
井
ア
ヤ
子

、

松
本
笑
美
子

、
北
原
ミ
ツ
エ
、

越
智
か
つ
子

、
大
川
尹
希
子

、

豊
田
雅
也
子

、
青
木
栄
子

、
米

本
ま
つ

ゑ
、
小

林
千
砂
子

、
原

田
靜

、
荒
井
美
子
、
上
條
登
美

子

、
関
口
光
子

、
新
保
昌
子
、

木
村
千
恵
子

、
吉
野
千

恵
子
、

込
山
美
幸
、
佐
藤
は
る
江

、
関

口
八
重
子
、
小
林
桂
子

、
鈴
木

牧
子
、
宍
戸
シ
ズ
ヱ
、

鈴
木
功

子
、
杉
本
壽
美
、
秋
元

静
子
、

今
岡
禮
子

、
渡
邉
昭
代

、
野
口

雪
子
、
鈴
木
良
子
、
寺
沢
利
子
、

友
松
ヤ
ス
、
佐
藤
満
利
子
、
清

水
利
子

、
河
合
悦
子

、
今
井
幸

子
、
森
田
妙
子
、
雨
宮
忠
子
、

若
林
桂
子
、
夏
目
弘
子
、
野
尻

キ
ミ
子

、
冨
田
美
佐
子
、
増
山

律
子

、
好
見
洋
子
、
安
藤
洋
子

、

手
島
洋
子
、
石

井
則
子
、
杉
浦

房
子

、
下
田
麗
子

、
田
邊
ゆ
か

り
、
海
老
原
芳
枝
、
丸
子
幸
子

、

高
橋
り
ん
子
、
風
澤
任
保
子

、

小
林
豊
子
、
田
嶋
き
み

、
池
田

百
合
子
、
武
田

富
美
子
、
赤
須

敏
子
、
近
藤
敦
子

、
佐
藤
幸
子
、

稲
浪
由
紀
子

、
小
崎
芳
江
、
柳

洋
子
、
須
原
裕
子
、
阿

部
昭
子

里
山
ノ
リ
子

、
鈴
木
萬
里
子
、

草
間
泰
子

、
井
出
美
恵
子
、
中

島
君
代
、
金
子
芳
子

、
武
鎚
優

子
、
菅
谷
千
代
子

【
常
盤
平
方
面
】

長
谷
川
け
い

子
、
及
川
倭
玖
子
、
桧
山
の
り

子
、
島
根
愛
子
、
野
元
敏
子
、

普
川
利
恵
子
、
開
米
絢
子
、
山

岡
照
子
、
高
橋
明
子

、
山
中
瑞

子
、
清
水
節
也
、
熊
田
淑
子

、

大
津
陽
子
、
神
代
冨
美
子
、
山

口
登
美
子
、
饗
場
明
子
、
神
田

富
美
子
、
小
川
た
け
、
小
根
沢

泰
子

、
福
山
通
子

、
岡
田
智
恵

子

、
宮
田
光
子

、
西
川
繁
子

、

南
部
文
子
、
日

暮
晴
子
、
横
田

暢
子

、
嘉
久
和
百
合
子
、
周
藤

潤
枝
、
塚
原
和
代
、
新
原
百
合

子

、
伊
藤
紀
代
子
、
山
極
直
美

井
沢
員
江
、
小
川
順
子

、
猪
野

利
子
、
橋
本
富
美
枝
、
浦
野
政

子
、三

浦
峯
子
、
内
田
ト
ミ
ヨ
、

高
橋
外
志
江

、
小
貫
壽
美
子
、

鈴
木
和
、
今
別
府
皎
代
、
能
登

原
幸
子
、
中
林
百
合
子

、
成
島

葉
子
、
山
浦
弘
、
星
名
悦
子
、

富
澤
ふ

さ
子
、
友
野
功
子
、
野

澤
小
夜
子

、
青
木
き
ん

、
宮
河

利
津
子

、
三
橋
ア
キ
子

、
大
崎

紀
子

（
敬
称
略
）

健康推進員の家庭訪問

市

職

員

を

募

集

し

ま

す

職
種

・
募

集
人

数
＝
・
看
護

婦

（
行

政

看

護

婦
）

一
人

、

寮
母

一
人勤

務

場

所
・：

養

護

老
人

ホ
ー

ム

「
松

風

荘
」

受
付

期

間
・・・
６

月
2
0
日

團

～

2
7日

團

試
験

日
・・
友

）
月
2
8
日

窗

受
験

資

格
＝
・
昭

和
2
6
年
４

月

２

日

以

降
に

生

ま

れ

た
人

。

た

だ
し

、

看

護
婦

に

つ
い

て

は

有

資
格

で

、

市
内

の

医

療

機

関
に

勤
務

し
て

い

な
い

人

憇

人

事

課
人

事

係

市

立
保
育

所

臨
時

保
母
募

集

職

種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

（
有
資
格
者
）

勤
務
時
間

午

前
８
時
3
0分
～
午
後
５

時
（
土

曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）

※

変
更
の
場

合
も
あ
り
ま
す
。

黯
保
育
所
課
保
育
指
導
係

通
行

量
調

査
の

ア
ル

バ
イ

ト

募
集７

月
2
8日
囲
・
2
9日
㈲

、
午

前
８
時
～
午
後
７

時

場
所

市

内
主
要
駅
周
辺

圉
電
話
で
松
戸
商
工

会
議
所

一`

6
4
1
3
1
1
1
番
へ

国

民

健
康

保
険
料

収
納

員

（
補
欠

者
）

を
募

集

応
募
期
間
６

月
2
7日
團
ま
で

対
象
五
十
歳
ま
で
の
心
身
と
も

に

健
康
で
、
収
納
業
務
に
専
念

で

き
る
女
性

定
員

若
干

名

※

補
欠
者
の
募
集
で

す
。
現
在

の
収
納
員
に

欠
員
が
生
じ
た

と
き
に
採
用
と
な
り
ま
す
。

蠢
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

お

は
な
し

キ
ャ

ラ

バ
ン

ス

タ
ッ

フ
募

集

内
容

人
形

劇
や
紙
芝
居
の
製

作
と
上
演

対
象

十
八
～
四
十

歳
の
子
供
好
き
の
女
性
若
干
名

勤
務

毎
週
火
～
金
曜
日
の
午
前

９

時
～
午
後
５
時

賃
金
時
給

六
百
五
十
円
（
賞
与
・
交
通
費

・
社
会
保
険
あ
り
）

面
接
７

月
２
日
脚
午
前
1
0時
か
ら

惠
６

月
2
9日
出
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
と
作
文
「
お
は

な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

を
や
り
た
い

理
由
」（
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

二
枚
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で

、

〒
2
7
0松
戸
市
新
松
戸
南
ニ
ー
ニ

嬲
松
戸
市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ

ン
（
｛
1
4
4－
3
0
3
7

番
｝
へ

寄
付
募
集
は
許
可
制
で
す

市
内
で
寄
付

募
集
を
す
る
場

合
は
、
市
へ
募
金
の
申
請
を
し
、

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。祭

事
・
記
念
行
事
な
ど
の
資

金
づ
く
り
や
街
頭
募
金
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

多
数
の
人
に
金
銭
や
物
品
な
ど

の
提
供
を
促
す
行
為
は
、
す
べ

て

寄
付
募
集
行
為
で

す
。

強
制
や
割
り
当
て
に
よ
る
寄

付
募
集
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

麈
総
務
部
庶
務
課
庶
務
眠

千
葉
県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
研
修
会

2
7出

2
0山

1
1困

1
0伽

７

／
フ

日

期

日

午
前

１０
時
～

午

後
４
時

午

前
９
時
～

午
後
５
時

午
後
り
時
～
５
眄

時

間

ツ
ゲ
の
造
形
法

竹
垣
の
作
り

方

造
園
施
工

管
理
技
術
者
養
成
講

座
Ｉ
・
Ⅱ

高
収
益

性
へ
の

植
木
農
業
経
営

内

容

※
７
／
３
圉
～
７

日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分
、
ア

ワ
チ
ド
リ
の
展
示

会

を
行
い

ま
す
。

会
場
千
葉
県
花
植
木
セ
ン
タ
ー

匣
造
園
施
工
管
理
技
術
者
養
成

講
座
に
参
加
希
望
の
人
は
、
実

施
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
千

葉

県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
（
成
田
市

天
神
峰
字
道
場
八
〇
ー
一
・
啻

0
4
7
6
－
3
2－
0
2
3
7

番

）

へ

あ

な

た
の

健

康

単

一気 飲 みの危険

急性アルコール中毒

ア
ル
コ

ー
ル
が
体
の
中
に
た
ま
る
と

い
う
状
態
は
好
ま
し
い

も
の
で
は
な
く
、

ア
ル
コ

ー
ル
は
最
終
的
に
は
無
害
な
物

質
に
分
解
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
過
程
で

中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
が
肝

臓
で

す
。急

ピ
ッ
チ
で
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、

血
液
中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
激
に

高
ま
り
、
め
い
て
い
状
態
に
な
っ
て
脳

に
悪
い
影
響
を
与
え

、
時
に
は
死
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
急
性
ア

ル
コ

ー
ル
中
毒
で

す
。

ア

ル
コ

ー

ル

吸

収

の

過

程

と

分

解

飲
ん
だ
ア
ル
コ

ー
ル
は
胃

で
三
分
の
一
ぐ
ら
い
吸
収
さ

れ
、
残
り
は
小
腸
に
入
る
と

急
速
に
吸
収
が
進
み
ま
す
。

胃
や
小
腸
の
粘
膜
か
ら

吸

収

さ
れ
た
ア
ル
コ

ー
ル

は
、

門
脈
を
通
り
肝
臓
に
流
れ
込

み
ま
す
。

肝
臓
は
大
き
な
化
学
工
場

の
よ
う
な
も
の
で

、
こ
こ
で

分
解
さ
れ
、
ア
セ
ト
ア
ル

デ

ヒ
ド
に

な
っ
た
後
、
酢
酸
に

変
わ
り
、
さ
ら
に
分
解
さ
れ

炭
酸
ガ
ス
と
水
に
な
っ
て
体
外
に

排
せ

つ

さ
れ
ま
す
。

こ
の
過
程
が
順

調
で
あ
れ
ば
悪

酔
い

は
起
こ
ら
な
い
の
で

す
。

個
人
差
は
あ
り
ま

す
が
、
ア
ル
コ

ー

ル

が
分
解
さ
れ
ア

セ
ト
ア
ル

デ
ヒ

ド
に

な
る
よ
り
も
、
ア

セ
ト
ア
ル

デ
ヒ

ド
が

酢
酸
に
な
っ
て

処
理

さ
れ
る
ス

ピ
ー
ド

の

方
が
遅
い
場
合
は
、
ア
セ
ト
ア
ル

デ

ヒ

ド
が
肝
臓
に
た
ま
り
、
こ

れ
が
血
液

の
中
に
流
入
し
て
悪
酔
い
の

状
態
に
な

る
の
で

す
。

症

状

顔
が
赤
く
な
り
、
頭
痛
・
嘔
吐
が
起

こ
り
冷
汗

が
出
て

き
ま
す
。

分
解
が
遅
れ
濃
度
が
極
度
に
高
ま
る

と
、
脳
の
神
経
細
胞
を
ま
ひ

さ
せ

、
め

い
て
い

状
態
を
作
り
出
す
の
で
す
。
す

な
わ
ち
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
状
態

に
な
る
わ
け
で

、
危
険
を
伴
っ
て
き
ま

す
。

吐
物
が
気
道
を
ふ
さ
い
で

起
こ

る
窒
息
や
昏
睡
状
態
か

ら
、
や

が
て

呼
吸
停
止
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
は
活
動
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

源
を
ブ
ド
ウ
糖
に

仰
い
で
い

る
た
め
、
一
昼
夜
近
く
も
食

事
を
と
ら
な
い
で
大
量
の
酒

を
飲
む
と
、
ブ
ド
ウ
糖
を
作

り
出
す
酵
素
を
助
け
る
助
酵

素
ま
で

が
ア
ル
コ

ー
ル

の
分

解
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
脳
の
働
き
が
悪
く
な
り

さ
ら
に
そ
の
状
態

が
続
く
と

脳
に
非
常
に
強
い
障
害
が
起

こ
り
、
命
に
か
か
お
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

予

防

す
き
っ
腹
に
強
い
酒
を
急
ピ
ッ
チ
で

大
量
に

飲
む
の
を
や
め
、
あ
る
程
度
物

を
食
べ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
飲
む
こ
と

が

大
切
で

、
ま
わ
り
が
強
制
し
た
り
、
調

子
に
乗

っ
て
一
気
飲
み
す
る
こ
と
は
絶

対
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

飲
み
か
た
次
第
で

、
酒
は
ス
ト
レ
ス

解
消
、
食
欲
増
進
な
ど
多
く
の
利
点
も

あ
り
、
百
薬
の
長
に
も
な
り
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）



第 ７５７ 号

地下鉄11号線（半蔵門線）

松

戸

ヘ

の

延

伸

の

早

期

実

現

を

常
磐
線
の
混
雑
解
消
の
切
り
札
に

常
磐
綿
は
市
内
を
走
る
鉄
道
の
中
て
最
も
利
用
度

が
高
く
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
混
雑
率
は
二
三
〇
％

以
上
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
の
施
策
に
よ
り
、
こ
の
常
磐
線
の
混
雑

を
一
日
も
早
く
解
消
さ
せ
よ

う
と
、
常
磐
新
線
の

建

設
や
営
団
地
下

鉄
十
一
号
線
の
松
戸
へ
の
延
伸
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
地
下
鉄
十
一
号
線
の
松
戸
へ
の
延
伸

は
、
地
域
開
発
と
も
か
ら
め
て
、
多
く
の
市
民
の
希

望
で

あ
り
、
市
で
は
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
促
進

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

常
磐
線
の
混
雑
解
消

へ
向
け
て

近

年
、
都
市
機
能
の
首
都
圏

へ
の
一
極
集
中
に
よ
り
、
住
宅

地
は
都
心
か
ら
よ
り
郊
外
へ
と

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ

れ
に
伴
い
、
千
葉
県
北
西
部

や
茨
城
県
南
部
か
ら
都
心
へ
の

通
勤
・
通
学
者
が
急
増
し
て
い

ま

す
。

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
多
く
が
、

常
磐
線
を
利
用
し
て
都
心
に
向

か
っ
て
い
ま
す
の
で

、
混
雑
は

高
ま
る
一
方
で

す
。

常
磐
線
の
混
雑
に
対
し
て
は

、

Ｊ
Ｒ

も
輸
送
力
の

増
強
を
図
っ

て

き
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
解

消
に

は

な
ら

ず

、
市
内

の

各

駅
で
は
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に

は
乗
車
さ
え
も
困
難
な
時
も
あ

る
ほ
ど
で

す
。

こ
の
常
磐
線
の
混
雑
の
解
決

策
と
し
て

、
昭
和
6
0
年
に
運
輸

政
策
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、

地
下
鉄
十
一
号
線
の
松
戸
へ
の

延
伸
が
、
西
暦
二
千
年
を
整
備

目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

地
下
鉄
十
一
号
線
は
、
半
蔵

門
線
（
渋
谷
～
水
天

宮
前
）
の

水
天

宮
前
か
ら
松
戸
ま
で
延
伸

さ
れ
る
計
画
の
路
線
で
す
。

こ

の

路

線

が
実

現

さ
れ
る

と
、
常
磐
線
の
混
雑
が
大
幅
に

解
消
さ
れ
る
も
の
と
、
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

早
期
実
現
を
目

指
し

て

地
下
鉄
十
一
号
線
の
松
戸
延

伸
の
早
期
実
現
に
向
け
て

、
市

で
は
、
沿
線
自
治
体
で

あ
る
葛

飾
区
、
墨
田
区

、
江
東
区
と
協

調

し

協

議
会

を

結

成
し

、
国

や

営

団
へ

の

陳

情

、

住
民

署
名

運

動

な

ど

を
展

開
し

て

き

ま

し

た

（

同

協
議

会
へ

の

千

葉

県

の

加

入

も
予

定

さ

れ
て

い

ま

す

）
。

運

動
の

一

環

と
し

て

、

今

年

は
1
1
1
1
1
1

月

８

日

窗
に

松

戸

市

民
会

館
で

、
促

進
に

向
け
て

の

住
民

決

起
大

会

を

予

定
し
て

い

ま
す

。

今
後

も

、

運

動
を

展

開
し

て

い

き

ま

す
の

で

、
皆

さ

ま
の

ご

協
力

を

お
願

い

し

ま

す

。

黷

交

通

計
画

課

原 田 公 紀さん

(松戸)

松
戸
市
か
ら
江
東
区
の
職
場
ま
で
通

つ
て
い
ま
す
。
地
下
鉄
十
一
号
線
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
便
利
に
な

る
し
、
寝
ぼ
う
も
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
常
磐
線
の
混
雑
は

す
ご
い
で
す
ね
。
よ
く
け
が
人
が
で
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

東京方向へ向かう 通勤・通学客で混雑 する朝の松戸駅常磐線ホーム

松戸市周辺鉄道網

地下鉄11号線の延伸計画

水天宮前ー白河ー住吉ー錦糸町

ー押上ー四つ木ー金町ー松戸

(計画路線)

11号線

８号線

常磐新線

※松 戸 市域 以 外 は主 要駅 の み 掲 載

相
談
の
ご
案
内

６

月

刀
一
日

～

７

月
3
1
日

マ
住
宅
相
談

毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
４
時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ
税
務
相
談

７
月
1
2日
窗
午

後
１

時
～
５

時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

マ
登
記
相
談

７
月
1
9日
畄

午

後
１

時
～
４

時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ
行
政
相
談

６
月
2
4日
囲

、

７

月
８
日
囲
・
2
2日
側
、
午
後

１

時
～
３
時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般
相
談

い

ず
れ
も
毎
日
午

前
８

時
3
0分
～

午
後
５

時
（
土

腥
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）
、

市
民
相
談
室
で

マ
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電
話
受
け
付
け
）

毎
週
火
・

木
曜
日
、
６

月
2
4日
㈲
、
７
月

８
日
側
・
2
2日
囲
の
い
ず
れ
も

午
後
１
時
～
５

時
、
７

月
１
日

卸
午
前
９

時
～
正
午
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

マ

発
明
相
談

７
月
1
0日

南
午

後
１
時
～
３

時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

頸
こ
こ
ま
で
は
い

ず
れ
も
市
民

相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談

７
月
３

日
南
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
３

時
3
0分
、
馬

橋
市
民
セ
ン

タ
ー

で

、
1
7日

南
午
前
1
0時
～
午
後

４
時
、
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ

ー

で蠢

商
工
課
振
興
係

▽
労
働
相
談

７
月
１
日
側
・

1
5日
㈲
午
後
１
時
～
５

時
、
市

役
所
相
談
ヲ

ー
ナ
ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
(
f
1
0

4
7
1
1
6
3
－

０
２

４
［
Ｄ

番
］
、
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政

課
（
・
‘
6
1

－
2
1
1
5

番
）

で
も
行

っ
て
い
ま
す
。

蠢

商
工

課
労
政
係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
毎
日

午

前
８

時
3
0
分
～

午
後
５

時

壬

曜

日
は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）
、

消

費

生
活

セ

ン

タ

ー
で

蠢

消
費

生

活

セ

ン

タ

ー
四
6
5－

6
5
6
5

番

マ

婦
人

就

業

相

談

毎

週

水

・

金

曜
日

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

内

職

相
談

室
で

蠢

援
護

課

社

会

係

マ

心
配

ご

と

相

談

・
人

権

相

談

６

月
2
1
日

面

・
2
8
日

面
＝

市

役

所

相
談

コ

ー
ナ

ー

、
７

月
１

日

㈲
＝

○

馬

橋

支

所

、
２

日

吻
○

六

実

支
所

・

小

金

市
民

セ

ン

タ

ー
、
３

日

困
＝

常
盤

平

支

所

・

○

新
松

戸

市

民

セ
ン

タ
ー

、
４

日

閑
＝

小

金

原

市
民

セ

ン

タ

ー
、

５

日
金

・

１９
一
日
面

・
1
9
日

金

・

2
6日
面
＝

市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
、
い

ず

れ

も

午
前
1
0
時
～

午

後
３

時

※
○

印

は

心

配

ご
と

相

談
の

み

。

人

権
相

談

は

、
千

葉

地

方

法

務
局

松

戸

支
局
(
f
1
6
3－

６

２

７

８

番

）
で

も

行

っ
て

い

ま
す

。

黷

人
権

相

談
＝

援
護

課

庶

務

係
、

心
配

ご
と

相

談
ｌ

社
会

福

祉

協

議

盒
1
6
8－
0
5
0
3

番

マ

年

金
相

談

６

月
2
1
日
面
＝

新

松
戸

支

所

、
2
5
日

㈹
＝

矢
切

支

所
、
2
8
日
面
＝

東

部

支

所

、

７

月
２

日

㈹
＝

常
盤

平

支

所

、

５

日

面
ｌ

小

金

支
所

、
９

日

㈹

＝

小
金

原

支

所

、
1
2
日
面
＝

馬

橋

支

所
、
1
6
日
㈹
＝

六

実

支

所
、

1
9日

面
ｌ

新

松
戸

支

所

、
2
3
日

㈹
１

矢

切

支

所

、
2
6
日
面
＝

東

部

支
所

、
い

ず
れ

も

午

前
1
0
時

～

午
後
３

時

″
こ

の

日
以

外
は

、

国

民

年
金

課
へ

黯

国

民

年

金

課
適

用

係

″

相
談

は

す

べ
て

無

料
で

す
。

お
気

軽
に

ご
利

用

く

だ

さ
い

。



1991 年(平成３年)６月２０日

受診しましょう

成人歯科健康診査
(無料)

昭
和
6
3年
度
か
ら
市
で
実
施

し
て
い
る
成
人
歯
科
健
康
診
査

の

結
果
で
は
、
四
十
歳
の
人
で

歯
ぐ

き
に
炎
症
の
あ
る
人
は
七

五
％

、
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る

人

は
五
六
％
で

す
（
昭
和
6
3年

～
平
成
２

年
度
）
。こ
の

状
態
を

ほ

う
っ
て

置
く
と

、
歯
槽
膿
漏

に
進
行
し
、
や
が
て
歯
を
失
う

こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

歯
槽
膿
漏
は
、
痛
み
が
な
く

進
行
す
る
の
で
、
気
付
い
た
時

に
は
か
な
り
進
行
し
て
い

る
と

い

う
恐
い
病
気
で
、
四
十
歳
以

上
の
人
が
歯
を
失
う
大
き
な
原

因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

人

生
八
十
年
時
代
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
厚
生
省
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
六
十
歳
代
で
（
総
）入

れ

歯
に
な
る
人
が
四
〇
％
、
七
十

歳
代
で
七
〇
％
に

も
な
っ
て
い

ま
す
。

し

か
し

、
予

防

し
て

い

け

ば

、

一

生
自

分
の

歯
で

食

べ
ら

れ

る

の
で

す
。

そ

の

た
め

に

も

、

成

人

歯

科
健

康

診

査

を
受

け

ま
し

対

象
…

平

成
３

年
４

月

１

日

～

４

年
３

月
3
1
日

の

問
に

、
四

十

歳
・

四

十
五

歳

・

五
十

歳
・

五

十
五

歳

・

六
十

歳

に

な

る
人

内

容
・
・・
口

腔
内

診

査

及

び
相

談

・
指

導

期

間
…

平

成
４

年
３

月
3
1
日

ま
で

惠

直
接

下

表

の

実
施

医

療

機

関

へ

。

※

該
当

者

に

は

受
診

券
を

送

り

ま
し

た

の
で

、
そ

の

券

を

持

っ
て

受
診

し
て

く

だ
さ

い

。

受

診

券

を
な

く

し

た
人
で

も

受
け

ら

れ

ま
す

。

実
施

医

療

機
関
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

蹇

健

康

管
理

課

保

健

計
画

係

成人歯科健康診査 実施歯科医療機関一覧表

地区 医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号

松戸・
明地区

平 岡 歯 科 医 院 64-6666 大 塚 歯 科 医 院 66-2679 福 武 歯 科 医 院 64-7363

皓歯クリニック 67-2350 松 戸 歯 科 ク リ ニ ッ ク ‘6 アー6520 歯 科 藤 野 医 院 68-8373

明 石 歯 科 医 院 65-3712 平 山 歯 科 医 院 67-9631 北 村 歯 科 診 療 室 68-2371

森 歯 科 医 院 62-2700 小 根 本 歯 科 ク リ ニ ッ ク 63-1771 南 花 島 歯 科 診 療 所 65-3796

北 原 歯 科 医 院 67-5001 松戸デンタルクリニック 64-5308 平 岡 歯 科 医 院 68-8200

小 泉 歯 科 医 院 65-2233 植 田 歯 科 医 院 62-3142 富永歯科医院 63-2737

佐 藤 歯 科 医 院 67-1548 大 山 口 歯 科 医 院 62-5992 藤 歯 科 医 院 68-3260

宮 本 歯 科 医 院 62-2876 宇 津 見 歯 科 医 院 62-8688 歯 科 浜 松 医 院 66-0260

小 林 歯 科 ク リ ニ ッ ク 64-1616 兼 坂 歯 科 野 菊 野 診 療 所 66-1887 ハ ナ ワ 歯 科 医 院 68－8040

昭 和 歯 科 医 院 63-5221 小 山 歯 科 医 院 6アー1053 シ ユ ン 歯 科 医 院 65-3823

ス ギ タ 歯 科 医 院 65-3945 岡 野 歯 科 医 院 63-4631 稔 台 歯 科 医 院 67-6607

宇 佐 美 歯 科 医 院 62-5207 加 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク 63-4182 砂 長 歯 科 医 院 62-0873

斉 藤 デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク 68-2551 高 田 歯 科 医 院 63-6807 江 熊 歯 科 医 院 65-3979

嶋崎歯科クリニック 64一郎ｱ5 町 山 歯 科 医 院 62-3000 芦 田 歯 科 医 院 62-3446

武 田 歯 科 医 院 65-2232 青山デンタルクリニック 6アー8151 中 村 歯 科 医 院 61－ｱｱ36
東部・
矢切地
区

大 橋 歯 科 医 院 62－ｱ506 瀬 畑 歯 科 医 院 6アー0120 森 歯 科 二十 世 紀ヶ 丘 診療 所 68-8336

長 島 歯 科 医 院 63-3321 本 山 歯 科 医 院 62-4973 植 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 92-5665

オ コ ヒ ラ 歯 科 医 院 65一418C〕 佐 々 木 歯 科 医 院 68－9920 中 村 デ ン タ ル ク リ ニ ツ ク 91-6683

常盤平
・五香
地区

吉 田 歯 科 医 院 92-0333 追 立 歯 科 医 院 8アー5457 や ぱ し ら 歯 科 医 院 85-3591

森 元 歯 科 医 院 86-6811 平 賀 歯 科 医 院 8アー7714栁沼歯科医院 85-3399

ニ ト リ 歯 科 ク リ ニ ッ ク 8アー1182 五 香 歯 科 医 院 84－ｱ556 岩 井 歯 科 医 院 85-2696

小 谷 グ リ ー ン 歯 科 医 院 86-2738 三 徳 歯 科 医 院 86-4182 新 井 歯 科 医 院 84－ｱｱ08

有 井 歯 科 医 院 85-5245 恩 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 86-6482 宮嶋歯科医院 8アー0068

福 島 歯 科 医 院 87-1096 フアミリーデンタルクリニック 88-9391 大 越 歯 科 医 院 85-5164

ゆ う が り 歯 科 医 院 88-0620 歯 科 杉 田 医 院 87-5535 脇 谷 歯 科 医 院 85-2502

河 上 歯 科 医 院 88-1654 原 歯 科 医 院 87-8197 大 久 保 歯 科 診 療 所 84-1982

桜井歯科医院 84-1378 東 歯 科 医 院 88-1498 長 坂 歯 科 医 院 85-3788

常 盤 平 歯 科 医 院 84-1220 成 島 歯 科 医 院 87-0894 高 橋 歯 料 医 院 8アー2679

浜 野 歯 科 医 院 8アー3601 戸 原 歯 科 医 院 87-8640 松 飛 台 歯 科 医 院 84-2862

片 山 歯 科 医 院 87-2916 牧 の 原 斉 藤 歯 科 医 院 85-2788 高 柳 歯 科 医 院 沢こ?4950
山崎歯科医院 87-3788 後 藤 歯 科 医 院 84－ｱ5閲 山 本 歯 科 医 院 89-8841

や ぱ し ら 歯 科 駅 ビ ル 84-4182 橋 本 歯 科 医 院 84-7266

馬橋・
新松戸
地区

東 風 歯 科 医 院 41-3219 八 ヶ 崎 斉 藤 歯 科 医 院 42-5143 小 谷 歯 科 医 院 45-2815

本 間 歯 科 医 院 41-3叫5 石 崎 歯 科 医 院 44-4128 長岡デンタルクリニック 44-1391

け い あ い 歯 科 医 院 43-5577 中 和 倉 歯 科 医 院 41-6290 小 児 歯 科 ポ プ ラ 診 療 室 45-8941

金 子 医 院 42-9812 佐 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク 42-1834 よ こ 山 歯 科 医 院 46-4789

恩 田 歯 科 医 院 43-2325 新 松 戸 歯 科 医 院 45-1536 新 松 戸 総 合 歯 科 診 療 所 44-6320

神 谷 歯 科 医 院 43-8958 く ら も ち 歯 科 医 院 43-1224 高 橋 歯 科 ク リ ニ ッ ク 44-5162

白 石 歯 科 医 院 43-5711 と う な い 歯 科 医 院 46-3213
小金・

小金原

地区

岡 田 歯 科 医 院 41-1460 半 田 歯 科 医 院 44-5280 国 谷 歯 科 医 院 45－0056

横 山 歯 科 医 院 43-4585 北 小 金 歯 科 医 院 42-0112 栗 ヶ 沢 歯 科 医 院 43-6956

吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 43-3592 平 井 歯 科 医 院 41-6451 ハ ヤ カ ワ 歯 科 医 院 46-3535

サ カ タ 歯 科 医 院 43-7320 渡 辺 歯 科 ク リ ニ ッ ク 44－ﾌｱ34 斉 藤 歯 科 医 院 43一1325

生 木 歯 科 医 院 44-6326 宮 坂 歯 科 医 院 41-2857 藤 井 歯 科 医 院 45-0418

小 金 原 歯 科 医 院 46-6408 き よ し ヶ 丘 歯 科 診 療 所 43-6862 外 苑 歯 科 松 戸 診 療 所 43-0224

塙 歯 科 医 院 42-1070 伊 藤 歯 科 医 院 43-6900 殿 平 賀 歯 科 医 院 41-7576

谷 津 歯 科 医 院 43-2020

監
査
結
果
の
公
表

平
成
２

年
度
の

定
期
監
査
及
び

随
時
監
査
（
工
事

監
査
）
結
果
の

概
要
を
次
の
と

お
り
公

表
し
ま
す
。

平
成
３
年
６
月
1
7日

松
戸
市
監
査
委
員

高
田

守

原
島

康
廣

仲
田

成
作

谷
口

薫

記

〔
定

期

監

査

〕

○
監
査
対
象
機

関
＝

環
境

保
全
部
、

清
掃
部
、
収
入

役
室

、
選
挙
管

理
委
員
会

事
務
局

、
市
民
部
、

土
木

部
、
下

水
道
部
、
建
築
部
、

公

園
緑
地
部
、
消
防
局

Ｏ

監
査
対
象
事
項
＝

配
当
予
算
の

執

行
状
況

、
委
託
料
の
事
務

処

理
状
況

、
財
産
・
備
品
の
維
持

管
理

状
況

（
共
通
事
項
）
、
雑

草

等
の

除
去
状
況
、
し
尿
浄
化

槽
の

設
置
及
び
指
導
状
況
（

生

活

環
境
課
）
、
公
害
苦
情
と

処

理

状
況

、
公
害

発
生
源
の

規
制
・

指

導
状
況
（
公
害
課
）
、
廃

棄

物
の

収
集
運
搬
処
分
の
状
況

、

ご
み

再

資
源

化

の

促

進

状
況

（
清
掃
第
１

課
・
日
暮

グ
リ

ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
、
し
尿
処
理
手

数
料
の
賦
課
調
定
及

び
収
納

状

況

（
清
掃
第
２
課
）

、
最
終

処

分
場
の
維
持
管
理

状
況

（
施
設

課
・
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、

市
収

入

証

紙
の

出

納

保

管

状

況

、

有

価

証

券
の

保

管

状
況

（
収
入

役
室
）
、
住
民
実
態

調

査
の

状
況

吊

民

課
・
各
支
所
）
、

公

金
取

扱
の

状
況
（
市
民

課
・

各
支
所
・

安
全
課
）
、
証
紙
の

受
払
状
況

、
国
民
健
康
保
険
給

付
金
の
取

扱
状
況
（
市
民
課
・

各

支
所

）
、
交
通
安
全
施
設
整

備

事
業

実
施
状
況
、
財
政
的
援

助
に

係

わ

る

事
務

処

理

状
況

（
安
全

課
）
、
市
民
会
館
等
の

利

用

状
況

（

市

民

会
館

・

各

支

所
）

、
工

事
及
び
資
材
の
入

札

並

び
に

契

約

状

況

、
未

登

記
市
道
路
の
調
査
及
び
登
記
事

務
状
況
、
道
路
及
び
準
用
河
川

の
占
用
事
務
状
況
（
土
木
部
管

理
課
）
、
市
道
及
び
側
溝
の
清

掃
状
況
（
道
路
課
）
、
水
路
の

新
設
及
び
維
持
管
理
状
況
（
都

市
水
路
課
・
河
川
課
）
、
工
事

及
び
資
材
の
入
札
並
び
に
契
約

状
況
（
計
画
業
務
課
）
、
下
水

道
の
新
設
及
び
維
持
管
理
状
況

（
工
務
第
１
課
・
工
務
第
２
課

下
水
道
受
益
者
負
担
金
及
び
使

用
料
の
収
納
状
況
（
計
画
業
務

課
・
施
設
課
）
、
市
営
住
宅
の

管
理
状
況
、
工
事
及
び
資
材
の

入
札
並
び
に
契
約
状
況
（
住
宅

課
）
、
建
築
物
等
の
設
計
区
書

の

作
成
及
び
委
託
状
況
（

建
築

課
）
、
屋
外
広
告
物
法
に
基

づ

く
一
連
の
事
務
処
理
状
況

、
違

反

建
築
物
の
現
地
確
認
及

び
是

正

処
理
状
況
（
建
築
指
導
課
）
、

工

事
及
び
資
材
の
入

札
並

び
に

契
約
状
況
、
公
園
及

び
街
路

樹

等
の

維
持
管
理
状
況

（
公

園
緑

地
課
）
、
白
井
聖

地
公

園
及

び

総
合
公
園
の
進
捗

状
況
（

白
井

聖
地
公
園
課
・
総

合
公

園
建
設

事
務
所
）
、
証
紙
の

受
払
状
況

、

予
防
査
察
の
状
況

、
火
災
・
救

急
及
び
そ
の
他
の

災
害
出
動
の

状
況
、
財
政
的
援

助
に

係
わ
る

事
務
処
理
状
況
（
消
防
局
）

○
監
査
の
期
間
０

平
成
３

年
１

月

８
日
～
平

成
３

年
３

月
2
7日

○
監
査
の

紿
甼

‥
監
査
の
結
果
は

、

お
お
む
ね
適
切
と
認
め
ら
れ

た
。

〔
随
時
監
査
（
工
事
監
査
）
〕

○
監
査
対
象
工
事

剛
六
高
台
分
流
化
工
事
（
二
ー

七
工

区
）

閇
松
戸
第
一
処
理
分
区
汚

水
枝

線
工
事
（
二
ー
三
エ
区
）

Ｏ

監
査
対
象
事
項
＝

設
計
基
準
の

状
況

、
設
計
図
書
等
の
適
否
、

設
計
見

積
の

適
否
、
施
工

計
画

の
状
況
、
工
事
の
施
工
状
況
、

各
種
検
査
の
状
況

○
監
査
の
期
日

平
成
３
年
３
月
１
日

○
監
査
の
結
果
＝

設
計
・
施
工
等

監
査
対
象
事
項
に
係
わ
る
監
査

結
果
は
、
お
お
む
ね
適
切
で
あ

り
、
特
に
指
摘
す
べ
き
事
項
は

見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

※
本
工
事
監
査
は
、
工
事
の
技
術

的
観
点
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

た
め
、
社
団
法
人
・
日
本
技
術

士
会
に
専
門
技
術
士
の
派
遣
を

依
頼
し
て
、
設
計
図
書
等
の
審

査
及
び
現
場
の
実
地
調
査
を
行

っ
た
。

井

戸

水

の

衛

生

管

理

を

飲

み

水

と
し

て

井

戸

水
を

利

用

し
て

い

る
人

は

、

水

質
検

査

を
受

け

る

な
ど

衛

生

的

な

管
理

を
心

が

け

ま
し

ょ
う

。

給

水
人

口
が

五

十
人

以

上

の

場

合
は

、

水

道
法

ま

た

は
千

葉

県
小

規

模

水

道

条
例

に

基

づ
く

維

持

管
理

が

必
要

で

す

。

蠢

松
戸

保

健

所

環
境

衛

生

課
四

6
1
1
9？
１
１
１

番

平

成

３

年

度

教

科

書

展

示

会

７

月
１

日

側
～

５

日

吻

午

前

９

時
～

午

後
４

時
3
0
分

会

場

相

模
台

小

学

校
内

教

科

書

セ
ン

タ

ー

※

東
葛

教

育
セ

ン

タ
ー
で

は

、

７

月

１

日

㈲
～

１１
一
日

閑

ま
で

開

催
（
日

曜
日

を

除
く

）
。

黷

相

模

台

小
学

校

酋
6
3－
4
2

4
5

番

千

葉

県

技

術

・

市

場

交

流

プ

ラ

ザ

開

催

事

業

の

参

加

者

募

集

県

で

は

、

分
野

の

異

な

る
中

小
企

業

者

が

、

技

術
や

市

場
な

ど
の

問

題

で

、

意
見

を

交

換
す

る

場
（

プ
ラ

ザ
）
を

提
供

し
て

い

ま

す

。

応
募

資

格

原

則
と

し
て

県
内

中
小

企
業

者

締
め

切

り

６

月

2
9日

出

践
千
葉
県
商
工
労
働
部
工
業
課

指

導

係
四

〇
４

７

２
－
2
3
－
2

4
4
5

番

中
小

企
業

向

け
共

済

制
度

の

ご
利

用

を

①
小
規
模
企
業
共
済
制
度
＝

事

業
主
の
退
職
金
制
度
で

す
。
②

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

頸
松
戸
商
工

会
議
所
｀
6
4－
3

1
1
1

番
・
中
小
企
業
事
業
団

き
0
3－
3
4
3
3

－
8
8
1
1

番優
良

経
営
食

料
品

小
売

店

全

国
コ

ン
ク

ー
ル
参

加
店

募

集

対
象

青
果
・
鮮
魚
・
食
肉
・

米
穀
・

製
造
・
総
合
食
品
の
各

小
売
店

締
め
切
り
６
月
2
9日

出黯
肋
食
料
品
流
通
改
善
協
会
四

0
3
－
3
2
5
5

卜
2
0
2
7

番

７

月

は

「
社
会

を
明

る

く
す

る
運

動
」

強
調

月
間
で

す

市
で

も
期
間
中
、
左
表
の
よ

う
な
関
連
行
事
を
行
い
ま
す
。

日 時 会場 内 容

6/29C二t)

午後１時30分

～２時30分

松戸駅西ロデッ

キ

松戸矢切高校吹

奏楽部の演奏に

よる広報活動

7/18 附

午前10時

～午後３時

市役所本館２階

内職相談室

保護司による青

少年更生保護相

談

鵄
援
護
課
庶
務
係

手数料・保険料・各種税

今
月
の
納
期
は

奉

市

・

県

民
税

（

第

一
期

納

期

限
）

＝
・
７

月

奉

国

民

年

金
保

険

料
・・・
６

月

分

４

国

民

健
康

保

険

料

（
第

一

期

納
期

限

）
・・
・

７

月
１

日

奉

事

業

所

税
…

４

月

決

算
の

法

人

と
４

月

中

に

事

業
所

用

家
屋

を

新

・

増

築
し

た

事

業

主
は

、
６

月

が

申
告

納

付

月
で

す

。

早
め

に

納

付

（

納
入

）

お

願
い

し

ま

す

。

安全確実な口座振替のご利用を



第７５７ 号

チャネンル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催

し

物

文
化

財
の

史

跡
め
ぐ

り

７
月
４
日
團
・
５
日

窗

祐

］

日
團
・
1
2日

窗
、
午
前
1
0時
～

午
後
４

時
（
昼
食
持
参
）

コ

ー

ス
市
役
所
（
地
下
玄
関
前
）
―
万

満
寺
－

新
松
戸
郷
土
資
料
館

―

本
土
寺
―
大
谷
口
城
跡
達
摩
口

―
出
来
山
遺
跡
発
掘
現
場
定

員
市
内
在
住
の
人
・
各
回
二
十

人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

圉
６

月
2
6日

㈲
必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
日

（
第
二
希

望
ま
で

）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五
松
戸

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
史

跡
め
ぐ
り
係
へ
（
ハ
ガ
キ
一
枚

に
つ
き
二
人
ま
で
可

）

幼

稚
園

・
福

祉
施
設

・
母

子

家
庭

の
児

童

を
プ

ー
ル
に

ご

招

待希
望
す
る
人
は
、
団
体
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。
母
子
家

庭
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、
母

子
福
祉
推
進
員
を
通
し
て
招
待

券
を
お
届
け
し
ま
す
。

招
待
期
間
７
月
１
日
㈲
～
1
3

日
出
の
平
日

、
午
前
1
0時
～
午

後
１

時
。
母
子
家
庭
の
児
童
は

８

月
２
日
脂
ま
で

匣
電
話
で

、
と
き
わ
平
ア
ル
ト

ピ
ア

一`
8
5－
1
0
8
0

番
へ

松

戸
薪

能

1
0月
1
8日
脂

午
後
５

時
開
場

会
場
本
土
寺
境
内

費
用
七
千

円

内
容
羽
衣
ほ
か

蠢
松
戸
薪
能
の
会
・
増
田
四
6
2

－
0
3
5
0

番

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

７

月
６

日

出

午

後
９

時
3
0
分

伊

勢
丹

松

戸
店

前

集

合

、
７

日

㈲

午
後
８

時
帰

着

場
所

御

池

か
ら
尾
瀬
燧
ガ
岳
へ
（
福
島
県
）

対
象

一
般

市
民

先

着

四
十

人

費
用

九

千

五
百

円

（
バ
ス

代

・

保
険

料

含

む

。
中

学

生
以

下

八

千

五

百

巴

葱

松

戸

市

山
岳

協

会

・

高
橋

公

6
2－
1
8
0
0

番

中

学

生

の

料

理

教

室

７

月
1
4
日

㈲

午

前
1
0
時
か

ら

会

場

市

民
会

館

料

理

教
室

対

象

市

内
在

住

の

中

学

生
先
着
四

十
入
内
容
ミ
ニ
・
ミ
ー
ト
ロ

ー
フ

、
パ

エ

リ
ア

な

ど

費
用

無

料

圃

電
話
で

松
戸

市

青

少

年
相

談

員

連
絡

協

議
会

事
務

局

（
こ

ど

も

課
内

）

へ

納
涼

盆
栽

展

６

月
2
8日
窗
～
3
0日
㈲
午
前

1
0時
～

午
後
６

時

会
場
西
友

と
き
わ
平
店

題
日

本
盆
栽
協
会
松
戸
支
部
・

真
嶋
容
8
7－
1
0
1
9

番

松
戸

高
齢

者
問

題
と

福
祉

の

つ
ど

い

７
月
７
日
面

午
後
１

時
～
５

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
五
百
円
内
容
講
演
＝
元

毎
日
新
聞
編
集
委
員
・
安
田

陸

男
氏

、
話
し
合
い

黷
高
齢
者
問
題
研

究
会
・
松
坂

四
4
6－
3
5
5
5

番

松
戸
子
ど
も
劇
場

へ 時日

高
学
年
部

７
／

２
㈲

・

午
後
６
時
開

演

低

学
年
部

７
／

９
㈲
・

午

後
５
時
4
5

分
開
演

内 容

舞台劇「アンネの日記」

劇団民芸

人形劇「大どろぼうホッツエン

プロッツ」

人形劇団ひとみ座

費
用

会
場

各

三

千

円

市

民

会

館

烈
松
戸
子
ど
も
劇
場
Ｓ
肬
－
9

1
5
4
番

松

戸

市

歩

こ

う

会

「
歴

史

の

町

鎌

倉

散

策

」

７

月
2
1
日

側
午

前

７

時

松
戸

駅
市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー
前

集
合

、

午

後
５

時

ご
ろ

現

地

解

散
の

予

定

（
小

雨

決

行

、
中

止

の
場

合

は
2
8
日

収

に

延
期

）

行

き
先

称

名

寺

市

民
の

森
（
金

沢

文

庫
）

徒

歩

約

十

二

劭

費

用

保
険

料

な

ど

一
人

三

百

円

（
一

家
族

四

人

ま

で

五
百

巴

、

交

通
費

二

千

五

百

七

十
円

持

ち
物

弁

当
・

水

筒

定

員
先

着

二

百
人

惠
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性

別

・
年

齢

・

電
話

番

号

を
記

入

し

、

〒
2
7
1松

戸

市
上

矢

切

二

九

九
－

一
矢
切

公

民

館

内

松
戸

市

歩

こ

う

会
実

行

委

員

会
(
0
6
8

－
1
2
1
4

番

）

へ

「
未

来

へ

の

伝

言

」

上

映

会

７

月
い
1
1
1
1

一
日

困

午

後
６

時
3
0
分

、

1
2日

面

午

後
１

時
5
0
分

・
４

時

1
0分

・
６

時
3
0
分
上

映

会

場

市

民

劇

場

内

容

小
児

マ
ヒ

か

ら

子

ど

も
た

ち

の

生

命
を

守

る

う

と

生
ワ

ク
チ

ン

の
緊

急
輸

入

を

求

め

る
日

本

の

母

親
た

ち

費

用
（
前

売
り

）
一

般
千

百

円

、

小

中

高

生
八

百

円

瀕

新
日

本
婦

人

の

会
松

戸

支

部

一`
8
8－

8
6
3
6

番

ス
ポ
ー
ツ

市
営
屋
外
プ
ー
ル
一
般
開
放

期
間
７
月
１
日
側
～
８

月
3
1

日
出

利
用
料
金
二
時
間
大
人

二
百
円
、
子
供
五
十
円

開
放

中
止
日
運
動
公
園

プ
ー
ル
＝
７

月
1
4日
㈲
・
2
8日
㈲
、
８
月
１

日

團
三
回
目
・
２
日
脂
・
４
日

㈲
三
回
目
・
５
日
側
・
６
日
出

〔
以
上
は
水
泳
大
会
開
催
の
た

め
〕
、
中
央
公
園

プ
ー
ル
・
新

松
戸
プ
ー
ル
（
口
ッ
力
ー
は
今

年
か
ら
百
円
硬
貨
使
用
に

な
り

ま
す
）
・
東
部
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー

ク
プ
ー
ル
＝
７

月
１
日
・
８
日

・
1
5日
の

各
月
曜
日

〔
施
設
の

休
み
の
た
め
。
た
だ
し

、
７

月

2
0日

以
降
は
、
月
曜
日
も
開
放
〕

蠢
ス
ポ

ー
ツ
課
さ
6
3－
9
2
4

1
番

開 放 場 所 開 放 時 間

運動公園プ ール

(H63-9241 番)

１回目 午前９時～11時

※7/1 ～19の間(土・日を除く)は、１

回目の開放はあり ません。

２回目 正午～午後２時

３回目 午後３時～５時

※気象条件などにより、中止または時間

帯を変更する場合があります。

中央公園プール

(S63 ―6863番)

新 松戸プ ー ル

(Q42-9332 番)

東部スポーツパ

ークプール

(B91-0944 番)

市
民
水
泳
講
習
会

コース 期 日 時 間 対 象 費用

一 般 7/17 祟 ～26圀
午後５時30分

～ フ時30分

小 学４年生以上の市 民先着100人

(初心 者も 可)
各

四千円

親子 7/19R ～22(月)
午後５時30分

～ フ時

小 学1 ～3 年生の児童と 親

先着30 組( 市民に限る)

会
場
中
央
公
園
プ
ー
ル

匣
６
月
2
3日
㈲
正

午
～
午
後
１

時
の
問
に
、
費
用

を
持
参
し
て

直
接
中
央
公
園
プ
ー
ル
事
務
所

（
岩
瀬
四
八
七
－

一
）
へ

蠢
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド
内
松
戸

市
水
泳
協
会
・
毛
利｛
‘
4
1
－
2

1
2
1

番
牟

後
１

時
～
３
時
｝

各種スポーツ教室

夜 目
ソフトバレーボール
インディアカ教室

グラウンドゴルフ
教 室

ナイターテニス
教 窒（ 硬 式 ）

グラウンドゴルフ･
ソフトバレー教室

日 時 6/30(1日）午前９時～午後1 時
８月～11月の毎週
日・月曜日の希望
曜日(造１回)、午
後７時～９時

6/30(
日)

午前９時～正午

会 場 南部小学校体育館 南郡小学校校庭 金ヶ作公園庭球場高木第二小学校

対 象 一般市民先着愼人 一般市民先着50人 市内を住・在勤の人 小学生から大人まで

費 用 無 料 8,000円 保険料100円

申込み
・問い
合わせ

巵当日会場で

醴体育指専委員・新沢068―4760番

圃6/3衄)必着で、
往復ハガキに住所･

氏名・電話番号・

希望曜日・返信あ

て名を記入して、
〒270 松戸市小金

原1-2-1松戸市テ

ニス協会・平木

(き48-6784番)へ

颱当日会場で

圀体育指導委員・

菊池C87-1565 番

各種スポーツ大会

種 目 グラウンドゴルフ大会 家庭婦人卓球大会 市民ゴルフ大会

日 時 7/7(1日）午前９
時～午後1 時

7/21(BJ
午前９時から

7/10
伽

午前９時から
7/101伽

会 場 松飛台小学校校庭 八ヶ崎小学校 運動公園体育館
紫カントリークラ
ブあやめコース

(野田市)

対 象 五香六実地区住民 一般市民
市内在住・在勤の

家庭婦人（ランク
別団体戦）

一般市民先着窗人

(今回は男性のみ。
学生は除く)

費 用 保険料100円 無 料 １人400円
4,000円(プレー費
・諸経費などは個
人負担)

申込み
・問い
合わせ

匣当日会場で

圀体育指導委員・
菊池C87-1565 番

圃当日会場で
圀体育指導委員・
岡田き62―8843番

圃７／３團午前10

時から 運動
公園１

階会議室で行う組
み合わせ会議で
鬯松戸市家庭婦人
卓球連盟・西村S
45-0988番

匣6/21 瀏午前10
時から、費用を添
えて、直接松戸市
体育協会事務局
（運動公園内・き
69-2030番）へ
詈松戸市アマチュ
アゴルフ協会・小

林:≪65-4838番

くらし

のメモ

正
し
い
計
量
に
関
心
を

商
品
量
目
試
買
検
査
会

市
で
は
、
市
内
の
計
量
販
売
に
よ
る
商

品
の
量
目
検
査
会
を
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
５
月
７
日
に
市
民
会
館

で

、
牛
肉
・
日

本
茶
か
ら
五
十
八
品
を
検

査
し
ま
し
た
。

量

不

足

は

三

・

四
％

検
査
会
は
、
市
が
委
嘱
し
た
消
費
生
活

モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
に
、
日

ご
ろ
買
い

物

を
し
て
い
る
ス

ー
パ
ー
・
商
店
な
ど
で

、

対
象
の
商
品
を
購
入
し
て

も
ら
い
、
市
職

員
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
が
再
計
量
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
の
検
査
結
果
で

は
、
正
確
に
計
量

さ
れ
て
い
た
商
品
が
多
か
っ
た
も
の
の

、

牛
肉
に
正
量
範
囲
内
で

あ
っ
て

も
、
不
足

ぎ
み
の

商
品
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

検
査
し
た
五
十
八
品
の
う
ち
、
正
量
範

囲
（
左
表
）
内
の
も
の
は
四
十
七
品
（
八
一
・

一
％
）
、
残
り
は
超
過
が
九
品
（
一
五
・

五
％
）
、
不
足
は
こ
の

検
査
会
を
始
め
て

以
来
、
も
っ
と
も
良
い

成
績
の
二
品
（
三
・

四
％
）
で
し
た
。

品
目
別
で
は
、
日

本
茶
の
正
量
率
は
八

六
・
二
％
で
、
不
足
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
牛
肉
の
正

量
率
は
七
五
・
九
％
で

し
た
。

量
目
不
足
の
原
因
は

、
風
袋
量

が
正
し

く
差
し

引
か
れ
て

い
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。
最
近
は
、
電
子
は
か
り
が
広
く
普
及

し
て

お
り

、
計
量

器
は
正
確
な
の
で
す

が
、

計
量
す
る
前
に
、
風
袋
量
を
差
し
引
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

計
量
販
売
に
よ
り
商
売
を
し
て
い
る
店

で
は
、
正
し
い
計
量
を
十
分
に
心
掛
け
て

ほ
し
い

も
の
で
す
。
消
費
者
も
商
品
の
量

目
に
関
心

を
持
ち
、
時
に
は
家
庭
で
商
品

を
量
り
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

今
回
の
検
査
で

、
量
目
が
不
足
し
て
い

た
店
に
つ
い
て

は
、
市
は
厳
重
に
改
善
を

指
導
し
て
い
く
方
針
で
す
。

蠢
消
費
生
活
課
計
量
係

正 量 範 囲

内容量
正 味 量
表記商品

量り売り
商 品

100g以下
のもの

十４８～
－２ｇ

±３ 巳

100gを超
えるもの

十４％～
－２％

±３％

豪正味量表配商品…密封商品で、すで
に計量してある商品

●量り 売り商品…「何ｇ」と目の前で計
量して購入した商品

慎重に計量する消費生活モニタ ーの皆さん



1991 年( 平成３ 年) ６月 ２０日

ご参加ください 情報
雇

用
促

進
事

業
団

創
立
3
0
周

年

記
念

講
演

会

７
月
５
日
吻
午
後
２

時
か
ら

会
憊
咼
度
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー

（
千
葉
市
若
葉
三
ー
一
ー
二
）

講
師
千
葉
大
学
名
誉
教
授
・
多

湖

琿
氏
（
テ

ー
マ
＝

人
づ
き
あ

い
の
心
理
学
）

費
用
無
料

頸
千
葉
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
｀

0
4
7
2
－
4
8
1
7
7
6
6

番

花

壇
作

り
講

習
会

６

月
2
8日
吻
午
後
２
時
～
４

時

会
場
運
動
公

園
会
議
室

内
容
花
壇
の
年
間
計
画

講
師

千
葉
大

学
園
芸
学
部
・
渡
辺
重

吉
郎
氏
対
象
花
壇
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
品
希
望
の

自
治
会
な
ど

圉
６

月
2
6日
困
ま
で
に
、
電
話

で
公
園
緑
地
課
緑
化

係
へ

講
演

会

「
ア
メ
リ

カ

で
の

バ

イ
リ

ン
カ

ル
テ

ィ
ー
チ

ャ

ー

の
経
験

談
」

７
月
６
日

出
午
後
２
時
～
４

時

会
場
青
少
年
会
館
本
館

内
容
日
本
の
子
ど
も
が
ア
メ
リ

カ
の

学
校
に
入

っ
た
ら
（
英
語

で

講
演
、
日
本
語
の
要
約
あ
り
）

費
用
当
日
三
百
円
（
電
話
予
約

二
百
円
）

黯
松
戸
国
際
親
善

ク
ラ
ブ
・
原

｛
1
4
5－
7
7
1
3

番

音

楽

の

広

場
（

合

唱

講

座

）

６

月
2
5
日

㈹

午
後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会
場

市

民

会
館

音

楽

室

費

用
テ

キ
ス

ト
代

二

千
七

百

円

圜

社

会
教

育

課

市
民

文
化

係

矢

切

成

人

学

校

「
２

・

３

歳

児

と

絵

本

」

７

月
1
0
日
困

午

前
９

時
2
0
分

Λ
1
1
1
1

一
時
2
0
分

会

場

健

康
増

進

セ
ン

タ

ー

講
師

東

京

学
芸

大

講

師
・

小

松

崎
進

氏

費
用

無

料

（
保

育

五
十

円

・
要

予

約

）

定
員

先

着

百
三

十

人

圃

電

話
で

社
会

教

育

課
成

人

教

育
係

へ

ト

レ

ー
ニ
ン

グ
機

器
操

作
講

習

会６

月
2
9日
出
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館

費
用
無
料

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女

三

十
歳
未
満
の
人
優
先
）
先
着
二

十
人

圉
電
話
で

、
青
少
年
会
館
本
館

０
３
-
8
5
5
6

番
へ 講

座
・
講
演

3
0代

か
ら

の
女

性
の

た

め
の

医

学

セ
ミ

ナ
ー

７
月
３
日
困

午
後
２
時
～
４

時

会
揚
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師
市
川
神
経
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

鈴
木
明
氏

定
員
先
着
百
人

圜
健
康
管
理
課
小
金
方
面
保
健

室盆

踊
り

講
習

会

６

月
2
2日
出
・
2
9日
出

午
後

７
時
か
ら

会
場
市
民
会
館

内
容
踊
る
ご
み
減
ら
し
、
や
ぐ

ら
音
頭
ほ
か

費
用
無
料

窟
松
戸
民
謡
愛
好
会
・
川
島

四

6
2
1
Qｕｎ
Ｊ
尺
り
７
番

ダ

ル
マ
菊

植
え

込

み
・

盆
養

菊
の

実
技

講
習

会

７

月
７
日
㈲
午
後
１

時
～
４

時

会
場
市
民
会
館

費
用
無

料黷
千
松
菊
花
会
・
君
島
容
8
7－

1
4
5
0

番

母
子

・
寡

婦
家

庭

対
象

手
芸

編
み

物
講

習
会

７
月
７
日
～
2
8日
と
９

月

―

日
～
2
2日
の
毎
週
日
曜
日
（
計
八

日
間
）
、
午
前
９

時
～
午
後
４

時

会
場
婦
人
会
館

費
用
材

料
費
の
み
実
費

匣
６
月
2
9日
出

ま
で
に
、
電
話

で
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

家

庭
教
育

講

演
会

「
ど
の
子

も
勉

強
好
き

に

な
れ

る
」

７

月
５
日
脂
午
前
９

時
5
0分

～
正
午
（
午
前
９

時
3
0分
開
場
）

会
場
市
民
劇
場

費
用
無
料

講
師
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
講

師
・
丸
山
貴

代
氏

黯
明
る
い

社
会
づ
く
り
松
戸
推

進
協
議
会
・
吉
田
｛
1
6
5－
7
3

8
9
番

楽
し

い
絵

本
講

座

６

月
2
2日
出
午
後
２
時
～
４

時

会
場
市
民
劇
場

テ
ー
マ

古
い

絵
本
と
新
し
い
絵
本

講

師
子
ど
も
の
本
研
究
会
・
関
日

奈
子
氏

費
用
無
料

蠢
み
み
を
す
ま
す
会
・
橋
本
容

6
8－
［
Ｄ
Ｑ
Ｊ
４
１
番

ウーマン・カレッジ

基礎講座

会場千葉県青少年婦人会館（千葉

市天台町182 ―1) 対象県内在住･

在勤の女性先着200人

φ 午前10時30分～正午 午後１時～２時30分

8
/

21
啝

女性とストレス
フ
ェミニスト

セラピ
ーなかま

心理カウンセラー
小野寺八重子氏

歩き出した女性たち

埼玉短期大学教授
深尾 凱子氏

28
伽

女性と法律Ⅰ

弁護士
笠原 郁子氏

女性の法律Ⅱ

弁護士
笠原 郁子氏

９
／
４
伽

女性のための
ライフプラン

生活経済ジヤーナ

リ
スト
高橋 伸子氏

アメリカの女性と社
会

干葉大学文学部講師
黒澤 香氏

11
伽

暮らしと環境保護

(財)印旙沼環境基金

水質研究員
白鳥 孝治氏

フェミニズムの生誕

｢M.ウ
ルストンクラー

ストの人生と思想｣

千葉県衛生短期大学教授
白井 堯子氏

18
哨

女性労働の現状

労働問題
研究家

柴山恵美子氏

男だって子育て

中央大学法学部教授
広岡 守穂氏

蠢千葉県社会部青少年婦人課（婦人

政策室00472 ―23―2061番）

保

健

衛

生

愛
の

献

血
と
胸

部
レ

ン
ト
ゲ

ン
検
査

日時 場 所 時 間
レン

トゲ

ン

主 催

6/
24側

松戸駅
東 口

午前10時
～110330:分
と午後１
時～４時

無

松戸市

2咄
野菊野
団 地

午前10時
～

午後４時

野菊野団

地自治会

７／
２㈲

市役所

午前10時

～1塒3吩

と午後１
時～４時

健康づく
りグルー

プ「Ｍ・
Ｋ」

５吻

小金市
民セン
ター

午前９時
3吩
～11時

有
健康ブく
りグルー

プ「KT
Ｋ」

市民会

館駐車
場

千後1 時
～４時

無
にこにこ
商 店 会

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

豪レント ゲンは15 歳以上の市民が対象です。
40歳以上で必要な人に限り喀痰(かくたん)

細胞診(400円)が受けら れます。

リ
ハ
ビ
リ
教
室

対

象
満
四

十
歳
以
上
で
脳
卒

中
な
ど
に
よ
り
機
能
訓
練
の
必

要
な
人

内
容
健
康
相
談
・
機

能
維
持
の
た
め
の
運
動
指
導
や
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ム

実 施 日 時 間 会場

毎週水曜日

午後１時

30分～

３時

健康 増進センタ ー

毎週木曜日 小 金 原 体 育 館

毎週金曜日 常盤平市民センター

匣
電
話
で
、
健
康
管
理
課
リ
ハ

ビ
リ
教
室
担
当
へ

雲

仙
普
賢

岳
火

山
災

害
た

す

け

あ

い
義
援
金

の

お
願

い

長

崎
県
で

は
、
雲
仙
普
賢
岳

の
度
重
な
る
噴
火
に
よ
る
火
砕
流

な
ど
で
、
大
き
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
。

長
崎
県
共
同
募
金
会
で
は
、

被
災
者
へ
の
義
援
金
を
広
く
募

っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
共
同
募
金
会
松
戸
支

会
・
日
赤
松
戸
市
地
区
（
市
援

護
課
内
）
で

は
、
７
月
５
日
窗

ま
で

、
募
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

一

人
で

も

多

く
の

皆

さ
ん

の

、
温

か
い

援

助
の

手

を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

蠢
援
護
課
社
会

係

音
楽

連
合

会
設

立
準

備
会

に

参

加
し

ま

せ
ん

か

６
月
2
6日
困

午
後
７

時
か
ら

会
場
市
民
劇
場

対
象
高
校
生

以
上
で
定
期
的
に
活
動
し
て
い

る
洋
楽
（
楽
器
・
合
唱
）の
ア
マ

チ
ュ
ア
の

サ
ー
ク
ル

蠢
音
楽
連
合
会
設
立
準
備
会
・

高
橋
（
青
少
年
会
館
内
)
≪
4
4－

8
5
5
6

番

違
法
駐
車
は

み
ん
な
の
迷
惑

交
通
渋
滞
や
事
故
の

原
因
に
も
な
り
ま
す

募
集
し
ま
す

第
６
回
国
民
文
化
祭
ち
ば
吻

「
美
術
展
」
の
作
品
募
集

会

期

１１
‥一
月
1
6
日

出
～
2
4
日

賄

会
場
県
立
美
術
館
募
集
部
門

日

本
画
・
洋

画
（
含

版
画

）・
彫

刻

・
工

芸

・
写

真

・

書
道

蠢
〒
2
8
0
千
葉
市
市
場
町
一
ー
一

千
葉
県
庁
内
第
６
回
国
民
文
化

祭
千
葉
県
実
行
委
員
会
事
務
局

美
術
展
係
・
1
0
4
7
2

－
2
3－

2
4
4
9

番

不用品情報

譲
り
ま
す

【
家
具
】◆
布
団
収
納
庫
三
千

円
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
無
料

◆
テ
ー
ブ
ル
と
い

す
四
脚
付

き
一
万
円
◆
口
ッ
ク
ミ
シ
ン

一
万
円
◆
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ

チ
ェ
ア
無
料
◆
座
い
す
四
台

四
千
円
◆
学
習
い
す
千
円

【
電
気
製
品
一
◆
電
気
こ
た
つ

無
料
◆
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
千

円【
子
供
用
品
】
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無
料
・
二
千
円
◆
ベ
ビ
ー

カ
ー
千
円
◆
カ
ー
シ

ー
ト
ラ

ッ
ク
二
千
五
百
円
か
二
点
◆

剣
道
の
防
具
一
式
無
料
◆
歩

行
器
無
料
◆
自
転
車
用
子
供

い
す
（
前
方
用
）
五
百
円
◆

ベ

ビ
ー
用
か
や

無
料

【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
】◆
登
山

用
キ

ャ
リ
ー
ホ
ー
ン
五
千
円

◆
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
二
千
円
・

三
千
円
◆
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

三
千
円
◆
ピ
ア
ノ
一
万

円
◆

オ
ル
ガ
ン

無
料
が
二
点

【
日
用
雑
貨
】
◆
身
障
者
用
電

動
三
輪
車
無
料
◆
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
物
干
し
二
千
円
◆
ダ
ブ

ル
ハ
ン
ガ
ー
千
円
◆
三
つ
折

り
マ
ッ
ト
レ
ス
ニ
点
で
無
料

◆
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
ス

ト
ー
ブ

五
千
円
◆
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

カ
バ
ー
千
円
◆
カ
メ
ラ
用
シ

ョ
ル

ダ
ー
カ
ー
ド
一
万
円
◆

裁
縫
箱
三
千
円
◆
す
ず
り
三

千
円
◆
基
礎
用
ダ
ン
ス
靴
二

四
惣
五
千
円
◆
ジ
ャ
ン

ボ
縫

い
ぐ
る
み
三
千
円
◆
中
学
生

学
習
用
カ
セ
ッ
卜
（
英
数
国

社
理
）
百
六
十
巻
無
料

惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て

、
６

月
2
4
日
側
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本

三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
消

費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

″
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選

者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
６

月
％一
日
㈲
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万
円
ま
で
で

す
。
原

則
と
し
て
衣

料
品
、
食
料
品

、

自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活

係

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

争夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………容66-0010 番

●緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………O66-0010 番

●休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第 ７５７号

松戸
の

野鳥

ホオジ囗

日黒の顔 赤茶色の

身体 尾羽の外側が白

い

全長17cm

翼開長24cm

見られる所…林の近く

やあし原

スズメより少し大きく草原や河原など開け

た所で見られる。冬は数羽の群れでチチチと

３声ずつ鳴き交わしながら行動し、枯れ草の

間で地上に落ちた草の実を探している。春か

ら夏にかけては木のこずえや電線に止まり、

上を向いて「一筆啓上」とも聞こえる声でさ

えずっている。県の鳥となっており､以前はよ

く見られたが、最近市内では少なくなった。

高度情報化都市を目指して

情報化都市 ま゙つど″フェスティバル

パソコン通信とＣＡＴＶ（ケー

ブルテレビ）を紹介する「情報化

都市 ま゙つど″フェスティバル」

が、６月フ日 から９日まで松戸駅

西口公園で開かれました。

約50 台のパソコンが置かれた会

場には、公共施設の案内・予約状

況など、生活に密着したデータを引

き出せる「未来型パソコン通信コ

ーナー」や、世界中の情報をリア

ルタイムで見ることができる「Ｃ

ＡＴＶコーナー」などがあり、た

くさ んの人でにぎわつていました。

松戸駅西ロデッキのサブ会場と

電話回線で結び、パソコン通信に

よる将棋や囲碁の対局も行われ、

人気を集めていました。
新情報機器に夢中な参加者の皆さん

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し 上げ ます。ミ広報課

春の市民ぐるみでクリーンデー
市民6万人が参加

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
参
加
か

あ
り
ま
し
た

毎年恒例の「春の市民ぐるみで

クリーンデー」が、６月２日の午前

中に行われました。

当日は、あいにく小雨まじりの

お天気でしたが、町会内を清掃す

る環境美化運動と江戸川クリーン

作戦には、市民約６万人が参加し、

18 七ものごみを集めました。

午後には、「ごみ減らしフェステ

ィバル」が市民会館で行われ、テ

レビ「おかあさんといつしよ・に

こにこ ・ぷん」の人気者、じやじ

やまるやぴつころが登場し、満員

の子どもたらは大喜びでした。

ぴつころも子どもたちにごみ減量

を呼び掛けました

これからも頑張ります

春の交通安全表彰

表彰を受ける伊能さん

５月21日、松戸警察署で春の交通功労者・

優良運転者の表彰式がありました。

表彰を受けたのは、交通功労者として伊能

さんと馬橋北小学校、ほかに5 ・10・15・20

年の各優良運転者60人。

表彰された皆さんは、これからもより一層

交通安全に励みたいと、意欲を新たにされて

いました。

松
戸伊

能

富

子

さ
ん

孫
が
小
学
校
に
入
学
し
た

の
を
き
っ
か
け
に
交
通
整
理

を
始
め
て
、
い
つ
の
間
に
か

十
五
年
た
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今

年
で
八
十
歳
に
な
り
ま

す
が
、
元
気
な
限
り
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
ど
文
学
散
歩

斎
藤
幸
雄
親
子
三
代

え
ど
め
い
し
ょ
ず
え

「

江

戸

名

所

図

会

」

「
江
戸
名
所
図
会
」
は
、
江
戸
時
代
末

期
の
江
戸
の
町
の
名
所
を
、
絵
入
り
で
紹

介
し
た
観
光
・
地
理
ガ
イ

ド
と
も
い

う
べ

き
地
誌
で

す
。

斎
藤
幸
雄
（
長
秋
）
が
寛
政
年
間
（
一

七
八
九
～
一
八
〇
一
年
）
に
編
集
に
着
手

し
、
子
幸
孝
（
県
麻
兄
）

、
孫
幸
成
（
月

岑
）
と
三
代
に
わ
た
っ
て
継
承
し

、
お
よ

そ
四
十
年
あ
と
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
全

七
巻
・
二
十
冊
か
ら
な
り
、
前
半
十
冊
は

天

保
五

年
（
一
八
三
四
年
）
に
、
後
半
十

冊
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
年
）
に
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。

絵
は
、
す
べ
て
長
谷
川
雪
旦

が
描
い
て

い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
地
誌
も
多
く
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
編
者
の
態
度
が
良
心
的
で

、

そ
の
内
容
が
整
備
さ
れ
、
絵
も
優
れ
て
い

る
こ
と
か
ら

、
名
所
図
会
の
第
一
の

も
の

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
戸
の
津
常
陸
街
道
に
し
て
駅
舎
あ

り
。

『
更

科
日
記
』
に

、
鏡
の
瀬
松
里
の

津

に

と

ま

り

て

と

あ

る

は

、

こ

の

地

の

事

を

い

ふ

な

ら

ん

か

ぎ

け
い

き

歟

。

（

『

義

経

記

』

に

、

治

承
四
年
九
月
士
日
ヽ
武
蔵

と

下

総

の

境

な

る

松

戸

の

庄

市
川
と
い
う
所
に
着
き
給
ふ

と

あ

り

。

む

か

し

は

松

戸

の

庄

の

名

に

て

あ

り

し

な

ら

ん

歟
。
）

按

ず

る

に

、

さ

の

一

字

を

略

し

て

末

津

土

と

い

ふ

な

ら

ん

、

こ

の

た

ぐ

ひ

地

名

に

そ

の

例

多

し

。

し
も
ふ
さ
の
く
に
は
に
ふ
ご
ほ
り

既

に

、

下

総

国

埴

行

郡

を

土

民

中

略

し

て

、

波

不

と

唱

ふ

る

た

ぐ

ひ

こ

れ

な

り

。

松
戸
堤
同
所
新
利
根
川

こ
う
の
だ
い
せ
ん
き

の

堤

を

い

ふ

。

『

鴻

台

戦

記

』

に
、
天
文
六
年
十
月
北
条
氏

つ
な
お
ゆ
み
ご
し
よ
よ
し
あ
き
ら

綱

、

小

弓

御

所

義

明

を

攻

む

る

頃

、

そ

の

月

四

日

の

夜

、

氏

綱

夜

半

に

ま

ぎ

れ

て

浅

草

川

を

打

ち

越

え

、

お

ほ

つ

の

し
ゅ
く

よ

ふ
か

宿

を

夜

深

に

通

り

過

ぎ

、

松

戸
の
堤
に
て
軍
議
あ
り
し
事
を
載
せ
た
り
。

相
模
台
松
戸
の
駅
よ
り
東
の
方
の
台

を
い
ふ
。
そ
の
広
さ
南
北
五
百

歩
ば
か
り
、

東
西
四
百
歩
に
あ
ま
れ
り
。
『
鴻
台
戦
記
』

天
文
六
年
国
府
台
合
戦
の
条
下
に
、

松
戸
の
川
を
打
ち
越
え
、
御
所
陣
の
内
よ

し
い
つ
む
ら
か
み
ほ
り
え
か
し
ま

り
も
椎
津
・
村
上
・
堀
江
・
鹿
島
を
始
め

と
し
て
、
五
十
騎
ば
か
り
相
模
台
に
打
ち

揚

げ
、
敵
の
人
数
を
見
合
す
と
あ
り
。

（
中
略
）

か
ら
め
き

迦
羅
鳴
起
の
瀬

新
利
根
川
の

水
流
な

り
と
い
へ
ど
も
、
今
は
そ
の
地
さ
だ
か
な

ら
ず
。

（
中
略
）

按
ず
る
に
、

『
さ
ら
し
な
日
記
』
に

、

か

が
み

の
瀬
と
あ
る
は
、
こ
の
川
の

事
な
ら
ん
蜘
。
恐
ら
く
は
、
後
世
の

里
俗
あ
や
ま
り
つ
た
へ
て

、
か
ら
め

き
と
転
唱
せ
し
も
し
る
べ
か
ら
ず
。

注

現
在
の
矢
切
の
渡
し
付
近
ら
し

い

。

（
「
新
版
江
戸

名
所
図
会
」
）

（
市
立
図
書
館
）

『江戸名所図会』より「松戸の里」

スナップショット
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